
鹿児島県からのお知らせ

12
月
11
日（
木
）〜
2
月
10
日（
火
）
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県政
トピックス

12月17日(水)

　
本
県
を
訪
れ
た
観
光
客
を
温
か
く
迎
え
る
た

め
、
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
や
き

れ
い
な
観
光
地
づ
く
り
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
「
観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運

動
会
長
表
彰
式
」
が
県
庁
知
事
室
で
行
わ
れ
、

当
日
出
席
し
た
5
人
の
受
賞
者
に
対
し
て
伊
藤

知
事
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
６
人
の
個
人
・
団
体
の
方
々
は
、

個
人
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
や
、
心
の
こ
も
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
観

光
客
の
方
々
が
「
再
び
訪
れ
た
い
」
と
思
う
観

光
か
ご
し
ま
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
本
県
観
光

振
興
の
け
ん
引
役
と
し

て
さ
ら
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

観光まごころ県民運動会長表彰

★は写真入りで紹介

12月11日(木)～12月14日(日)

　
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ー
ト

作
品
の
展
示
な
ど
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
「
か
ご
し
ま
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
4
」が
開
催
さ
れ
た
。

　
展
示
会
場
で
は
、
巨
大
な
バ
ル
ー
ン
作
品
や
人

の
動
き
に
連
動
す
る
映
像
作
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
作
品
が
展
示
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
を
は
じ
め
多
く
の
来
場
者
が
楽
し
み
な
が

ら
ア
ー
ト
に
触
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、「
ア
ー
ト
に
よ
る
街
づ
く
り
」を
テ
ー
マ

に
開
催
し
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
文
化
・
観
光
分

野
の
関
係
者
が
語
る

「
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ

た
地
域
や
街
の
活
性

化
」
の
話
に
多
く
の
来

場
者
が
関
心
を
寄
せ
熱

心
に
聞
き
入
っ
た
。

かごしまア－トフェスタ2014
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12月21日(日)

東九州自動車道（鹿屋串良JCT～曽於弥五郎IC）
および大隅縦貫道（串良鹿屋道路）開通

　
東
九
州
自
動
車
道
の
鹿
屋
串
良
J
C
T
か
ら
曽

於
弥
五
郎
I
C（
17
・
7
k
m
）と
、
こ
れ
に
接
続
す

る
大
隅
縦
貫
道
「
串
良
鹿
屋
道
路
」
の
笠
之
原
I
C

（
6
・
1
k
m
）ま
で
が
、同
時
開
通
し
た
。

　
大
隅
半
島
の
骨
格
と
な
る
重
要
な
道
路
の
供
用

に
よ
り
、鹿
児
島
市
、鹿
屋
市
、薩
摩
川
内
市
、霧
島

市
が
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
こ
と

と
な
り
、
沿
線
地
域
は
も
と
よ
り
、
県
全
体
の
一
体

的
浮
揚
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　
当
日
は
、式
典
後
、鹿
屋
串
良
J
C
T
に
お
い
て
、

地
元
児
童
も
参
加
し
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
通
り
初

め
も
行
わ
れ
、開
通
を
祝
っ
た
。ま
た
、12
月
13
日
に

は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、約
1
1
0
0

人
が
開
通
前
の
高
速
道

路
上
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
。

1月9日(金)

桜島火山爆発総合防災訓練
　
桜
島
の
大
爆
発
に
よ
る
火
砕
流
や
噴
石
、火
災

な
ど
に
加
え
、鹿
児
島
湾
を
震
源
と
す
る
地
震
や

津
波
へ
の
警
戒
を
想
定
し
た「
桜
島
火
山
爆
発
総

合
防
災
訓
練
」を
鹿
児
島
市
お
よ
び
垂
水
市
で
実

施
し
た
。

　
当
日
は
、「
地
域
の
連
携
に
よ
る
防
災
力
の
向

上
」を
テ
ー
マ
に
、県
、鹿
児
島
市
、垂
水
市
、関
係

機
関
な
ど
1
4
1
の
団
体
と
地
域
住
民
、合
わ
せ

て
約
4
5
0
0
人
が
参
加
し
た
。

　
地
域
住
民
に
よ
る
島
外
避
難
訓
練
や
関
係
機

関
に
よ
る
合
同
救
出
救
護
訓
練
の
ほ
か
、
新
た

に
、外
国
人
観
光
客
の
島
外
避
難
を
想
定
し
た
訓

練
も
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
県
庁
で
は
知

事
を
災
害
対
策
本
部

長
と
す
る
災
害
対
策

本
部
会
議
訓
練
や
情

報
伝
達
訓
練
な
ど
も

行
わ
れ
た
。

12月20日(土)

　
公
共
関
与
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終

処
分
場
「
エ
コ
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
」
の
竣
工
式
が

行
わ
れ
た
。

　
エ
コ
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
は
、
県
内
で
発
生
し
て

い
る
産
業
廃
棄
物
を
県
内
で
処
理
し
、
本
県
に
お

け
る
循
環
型
社
会
の
形
成
や
地
域
産
業
の
振
興

を
図
る
上
で
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
国
内
最
大
規

模
の
埋
立
地
を
覆
う
屋
根
を
有
し
、
二
重
の
遮
水

シ
ー
ト
な
ど
廃
棄
物
に
触
れ
た
浸
出
水
の
漏
出

を
防
ぐ
多
重
の
遮
水
機
能
を
備
え
た
安
全
性
の

高
い
、全
国
で
も
モ
デ
ル
と
な
る
施
設
。

　
県
環
境
整
備
公
社
で
は
、
今
後
、
万
全
な
維
持

管
理
体
制
の
も
と
で
、

安
心
・
安
全
を
第
一

と
し
た
施
設
の
運
営

に
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

エコパークかごしま竣工式
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1月31日(土)

　
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
総
務
省
の
「
ふ
る
さ

と
づ
く
り
大
賞
」の「
試
験
研
究
機
関
表
彰
」を
受

賞
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
こ
ろ

を
よ
せ
る
地
域
「
ふ
る
さ
と
」
を
よ
り
良
く
し
よ

う
と
頑
張
る
団
体
、
個
人
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ

り
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
図
る

も
の
で
、
今
年
は
全
国
で
26
団
体
、
5
人
が
受
賞

し
た
。

　
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
本
県
の
特
産
品
で

あ
る
焼
酎
に
つ
い
て
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
焼
酎

蔵
の
個
性
的
な
焼
酎
造
り
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、
原
料
や
酵
母
な
ど

選
択
の
幅
を
広
げ
る
研

究
を
実
施
し
、
鹿
児
島

の
特
産
の
基
盤
を
支
え

て
い
る
研
究
機
関
と
し

て
評
価
さ
れ
た
。

県工業技術センター
「ふるさとづくり大賞（試験研究機関表彰）」受賞

1月23日(金)

　
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
鹿
児
島
の
特

産
品
や
観
光
の
P
R
を
行
う
「
鹿
児
島
の
夕
べ
」

を
開
催
し
、
鹿
児
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
な
ど
約

1
0
0
0
人
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
、「〝
昔
も
・
今
も
・
こ
れ
か
ら
も
〞
時

代
に
挑
戦
す
る
鹿
児
島
〜
明
治
維
新
1
5
0
周

年
に
向
か
っ
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
の
近
代

化
や
文
化
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
薩

摩
藩
英
国
留
学
生
や
今
秋
開
催
さ
れ
る
第
30
回

国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
2
0
1
5
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、本
県
の
安
心
・
安
全
な
食
材
で「
健

康
」
を
切
り
口
に
農
林
水
産
物
や
特
産
品
、
郷
土

料
理
な
ど
の
紹
介
・
提

供
を
行
っ
た
。

　
伊
藤
知
事
は
、
大
島

紬
に
身
を
包
み
、
本
県

の
多
彩
な
魅
力
を
P
R

し
た
。

鹿児島の夕べ

1月15日(木)

　
上
海
市
に
お
い
て「
本
格
焼
酎
と
鹿
児
島
県
産
品

を
楽
し
む
夕
べ
」を
開
催
し
、
本
県
か
ら
は
伊
藤
知

事
を
は
じ
め
と
し
て
、
鹿
児
島
市
、
指
宿
市
、
霧
島

市
、
南
九
州
市
の
4
市
長
や
経
済
界
の
ト
ッ
プ
が
、

現
地
か
ら
は
袁
静
薩
摩
大
使
や
流
通
・
観
光
関
係

者
、メ
デ
ィ
ア
な
ど
1
4
0
人
が
参
加
し
た
。

　
夕
べ
で
は
、
鹿
児
島
の
食
材
を
生
か
し
た
中
華
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
と
と
も
に
観
光
ブ

ー
ス
を
設
置
し
P
R
を
行
っ
た
。
ま
た
、
夕
べ
に
先

立
ち
、
新
規
販
路
開
拓
や
輸
出
・
取
引
拡
大
を
図
る

た
め
、
県
内
か
ら
焼
酎
や
菓
子
、
薩
摩
揚
げ
メ
ー
カ

ー
な
ど
18
社
が
参
加
し
、
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者

と
の
求
評
・
商
談
会
も

開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
商
談
会
な
ど

を
通
じ
て
、今
後
、さ
ら

に
上
海
市
と
の
経
済
交

流
が
盛
ん
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

本格焼酎と鹿児島県産品を楽しむ夕べ
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